
 

 

 

 

 

 

 
 
  

 
後期学校評価アンケートの集計結果と考察 

 
希望に満ちた令和７年がスタートしました。日頃より、本校の教育活動に、御理解と御協力をいただ

き感謝申し上げます。 

昨年末には、学校評価アンケートへの御協力をありがとうございました。この１年間をアンケートの

結果から振り返り、今後に向けての貴重な御意見として、活用していきたいと思います。 

※数字は、「当てはまる」「まあまあ当てはまる」の合計の割合（％）になります。 
 

主 な 質 問 項 目 生 徒 保護者 教職員 

毎日楽しく登校している。 95 87 
 
 

「自分から」よいと思ったことを行動に移している。 89 86 96 

重点目標「たくましさ やさしさ」を意識しながら
生活している。 

86 90 82 

授業の学習内容をよく理解している。 91 73 95 

授業に意欲的に取組んでいる。 91  95 

授業での、小グループ学習はうまくできている。 95  96 

授業では、自分の意見や考えをきちんと述べている。 84  91 

授業では、仲間の意見を認め、深めている。 96  91 

ICT機器を授業で活用している。 96 82 82 

積極的に読書をしている。 50 37 55 

学校での人間関係は良好である。 94 87 100 

進んで挨拶をしている。 86 84 73 

学年行事・学校行事に楽しく取り組んでいる。 99 93 100 

防災訓練・ボランティア活動・祭りなどの地域行事
に参加している。 

73 84 91 

何かあった時、話をしたり相談にのったりしてくれる先

生がいる。（悩みや相談事をよく聞くようにしている） 
91 92 100 

 

【成果】 

「毎日楽しく登校している。」「授業に意欲的に取り組んでいる。」

「学年行事・学校行事に楽しく取り組んでいる。」など、多くの項目で

90％を超える高い数値となりました。「授業での、小グループ学習はう

まくできている。」「授業では、自分の意見や考えをきちんと述べてい

る。」「授業では、仲間の意見を認め、深めている。」の項目では、高

い数値結果になっているように、これまで田子浦中学校が積み重ねてき
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たペアやグループでの学び合いが充実している様子が見られます。授業

では、ICTも積極的に活用していますが、それぞれの教科の本質を大切

にしながら、今後も適切に活用して、学びを深められるようにしていき

たいと考えています。また、本年度の重点目標「たくましさ やさしさ」

のもと、子どもたちは、委員会活動を積極的に行ったり、学年行事や「蒼

波祭」にも子どもたちが主体になって積極的に取り組んだりするなどの

場面が多く見られました。人間関係では、友人関係の中で悩む場面が見

られることもありましたが、どの生徒も自分自身を大切にし、相手のこ

とを考えた言動が取れるように努力する姿が見られるなど、重点目標を意識した行動ができていたよう

に思います。子どもたちが前向きに学校生活を送り、意欲的に学習や行事等に取り組んできたことが、

これらの数値につながっていたのではないかと考えています。 

 
【課題と対策】 

 「積極的に読書をしている。」「進んであいさつをしている。」「防災訓練・ボランティア活動・祭

りなどの地域行事に参加している。」など、いくつかの項目で課題が見られました。今年度から、10

分間の朝読書の時間を設定しました。「積極的に読書をしている。」の数値は低いものの、読書の習慣

が身に付きつつあり、学校図書館の本の貸し出し数も増加しています。引き続き、今後も読書の時間を

大切にし、子どもたちの心を育てていきたいと考えています。 

 また、「進んであいさつをしている。」においても、数値から課題を感じることができます。あいさ

つは、社会に出た時に大切にされ、人間関係をスタートさせる重要なコミュニケーションです。学校で

は、子どもたちにあいさつの大切さを伝え、生徒会を中心としてあいさつ運動を行っています。学校内

や登下校中、自分から進んであいさつをする姿が見られます。地域に出たときや御家庭での子どもたち

の様子はいかがでしょうか。どんな場面においても、自分からあいさつができるように、学校だけでな

く御家庭でもあいさつについて話題にしていただけるとありがたいです。 

課題として数字に顕著に表れた項目につきましては、今後も検討を重ね、令和７年度の教育活動につ

なげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

令和６年度全国学力・学習状況調査の生徒質問から 

【質問１】 普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュー

ターゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームを含む）をし

ますか。（％） 

 
４時間以上 

３時間以上、

４時間より

少ない 

２時間以上、

３時間より

少ない 

１時間以上、

２時間より

少ない 

１時間より

少ない 全くしない 

田子浦中学校 22.9 10.5 24.8 15.2 10.5 16.2 

静岡県（公立） 15.7 13.2 20.7 21.6 17.4 10.8 

全国（公立） 16.6 12.4 19.9 21.4 17.7 11.2 

 

【質問２】 普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォン

で SNSや動画視聴などをしますか（携帯電話やスマートフォンを使って学習する時間や

ゲームをする時間は除く）（％） 

 
４時間以上 

３時間以上、

４時間より

少ない 

２時間以上、

３時間より

少ない 

１時間以上、

２時間より

少ない 

30 分以上、

１時間より

少ない 

30 分より

少ない 

携帯電話やス

マホを持って

いない 

田子浦中学校 22.9 14.3 29.5 16.2 6.7 4.8 5.7 

静岡県（公立） 16.5 15.0 24.9 23.3 10.5 5.2 3.9 

全国（公立） 18.2 14.3 23.4 23.3 10.7 5.8 3.4 

 

 本校は、平日でのゲーム（２時間以上58.2％）や SNSや動画視聴（２時間以上 66.7％）の利用

時間が、静岡県や全国の平均よりも多くなっています。また、４時間以上、ゲームや SNS、動画視

聴をしている生徒もいるなど、利用の仕方については、あらためて考えてみることが大切であると

感じています。 


